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中 国 ・ 洗 近 平 体制 こと 台湾 を めぐ る 嘩 張 
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台湾 問題 と は …」 


溝 近 平 「1949 年 以来 、 中 国共 産 党 、 
人 
題 を 解決 し て 祖国 の 完全 な 統一 を 
実現 する こと を る ぎ な い 歴 史 的 


課題 と し て きた … 人 台湾 問題 と は 国 
家 の 弱 体 化 と 混乱 ゆえ に 生じ た の 

で あり 、 必 ず や 民族 の 再興 と と も に 
終 意 を 迎え る で あろ う 「! 」 2019 年 1 月 2 日 「 台 湾 の 同胞 に 告げ る 書 40 周年 の 記念 会 」 に て 


私 に と っ て 「 台 湾 」 と は … 


「 私 に と っ て フラ ンス と は 、 株 式 取 引 所 で も 、 銀 行 で も 、 ト ラス 
ト で も 、 政 府 で も 、 参 謀 本 部 で も 教会 で も な い 一 一 これ ら は す 
べ て フラ ンス の 抑圧 者 な の で ある 。 私 に と っ て フラ ンス と は 労働 
者 階級 で あり 、 搾 取 され て いる 農民 の こと で ある 。」 

トロ ツキ ー「 フ ラン ス は どこ へ 行く ?」1934 年 10 月 


タン ヌ ・ ウ リャ ンカ イ は ロシア の トゥ ヴァ 共和 国 と し て 
還 管 和 中 華 胡 国 が 福 有 主 和 ・ 


国 
政 区 画 お よび 領土 問題 


ロシア が 管制 、 
中 華 民国 が 主 尼 


EMH 


タジキスタン の ゴル ノ ・ バ ダフ シャ ン 
治 州 の 大 部 分 は 中 華 民 国 が 
主張 する 新編 省 の 版 図 に ある 。 
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由華 民国 自由 地区 イー タダ ンダ 
由華 民 国 直 団 市 開 国 が 祖 主 強 、 
中 華 民国 主張 、 中 華人 民 共 よ 和 国 支配 
中 華人 民 共 和 国 特別 行政 区 イン ド が フ アル ナー 
中 華 民 国 主張 、 モン ゴル 国 支 配 マル メイ イ 馬 拓 、 
中 華 民 国 主張 、 ミ ヤン マー 支配 中 華 民国 が 主 基 。 
中 華 民 国 主張 、 ブ プー タン 支配 


中 華 民 国 主張 、 イ ンド 支配 カテ 
ザン ド 主 琶 、 中 氷 人 国共 和 還 支 の ー 

華 ふ 民 国 主張 、 日 本 支配 書 南 まれ る 5 ム 沙 
中 華 民国 主張 、 ア フ ガ ニス タン 支配 _- 海南 特別 行政 区 a- 提 Te 
中 華 民 国 主 張 、 パ キス タン 支配 両 岸 共に 西 沙 及 び 南 小諸 昌 の 領有 を 主張 海口 総称 し て 「 中 華 民国 自由 地区 」。 
中 華 民国 主張 、 ロ シア 支配 補記 和 攻 店" ベト ナム が 主権 を 主 居 
中 研 眉 国王 張 -。 々 タ ジ エ キス 名 ~/ 寺 配 畜 泌 著 講 本 0 の 2 


地形 人 口 密度 者 店 人 口 


2020 台 悟 洋 人 口調 人 査 結 人 口 23.561.236 


* 判 林 滞 


で 生 年 増 敷 (人) 藤 市 人 口 (人 ) 
12.258 人 1 新 北 市 4.030.954 
5,526 人 2 台中 市 2.820.787 
-7.266 人 3 高雄 市 2.765.932 
大 肝 -42.623 人 4 台北 市 2.602.418 
の 19.770 人 5 枕 園 市 | 2.268.807 
5.989 人 6 ーー EN 1.874.917 
-6,132 人 ' 細 1.266.670 
-6.526 人 812.658 旅 東上 
ノン 4.433 人 9 676,.873 雲 林 上 
6.842 人 10 較 講 57o.77s 新竹 懸 
-2.869 人 11 542.590 苗 票 暑 
の -3.632 人 12 499.481 嘉義 
as 3.280 人 13 較 較 490.s32 南 投 肝 
ー +1.091 人 14 国 還 453.087 宜蘭 薄 
Ah 2.eo9 人 15 較 席 45.412 新竹 市 
0-30 -1.316 人 367.577 基隆 市 
fs 1.875 人 324.372 共 細 双 
ーー 1685 人 18 266.005 嘉義 市 
ーー em 1520 人 19 軒 151 合 東 計 
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1949 年 漢 民族 移住 前 か ら 
国民 政府 と と も に 住ん で いる 
台湾 に 来 た 漠 民族 原 住 民 
2% 
清朝 時 代 は 
(1700~1900 年 頃 ) に 
台湾 に 来 た 漢 民族 


明 末 期 (1600 年 代 ) に 
台湾 に 来 た 漢 民 族 


避 


避 党 の 原 住民 族 か ら 百 近 平 国家 主席 へ の 書簡 (oo19 年 1 月) 


原 住民 歴史 正義 委員 会 ーーー キー 
合原 住民 族 代 表 境 正義 員 


皿 放 的 壇 歌 肌 診 本田 炎上 由 育 請 も 居 集 ま 串 小 組 相 則 買 睦 徹 府 柚 


泊 近 平 寺 生 、 あ な だ は 私 た ちの 
こと を 謗 識 さ れ て お ら ず 、 ぞ それ ゆ 
え に 人 台湾 の こと を も 対 識 され て お 
り ま せん 。 わ れ わ れ は 台湾 の 原 住 
民族 で 、 台 湾 こ いつ この 母 な る 大 
地 に 六 千 年 以上 も 暮らし て きま し 
だ た の で あり 、 中 華 民族 の 少数 民族 )/ 


で は あり の ませ ん 。 | 


泊 近 平 先生 、 あな た は 尊厳 と いう こと を 認 さ れ て お ら ず 、 ゆえ に 何 が 偉大 で ある か に つい 
て も 勘違い され て お り ま す 。 


原 住民 族 の 歴史 に お ける 正義 と 移行 に 向け だ 正義 は 、 い まま さ に この 国 に よっ て っ と 重視 
され 始め た だ たばかり で あり 、 台 湾 島 の 多元 的 な 民族 、 多 元 的 な 文化 、 多 元 的 な 歴史 観 も の っ と こ 
の 国 に よっ て 育 定 され 始め た ば か り だ か ら で す 。・・・ 母 な る 土地 に お いて 、 ど の よう な 国家 が 
以 要 な の か を 自分 た ち で 決め て 、 そ の 建設 に 取り 組 お の 。 こ れこ そ ぞ そ が 草 上 肖 な の で す 。 人 口 が 3OO 
人 款 り の 主 那 本 那 富 族 (カナ カナ フ 族 ) も 、21 万 人 の 阿 美 族 (アミ 族 ) も 、 わ れ わ れ 一 人 一 人 
すべ て の 原 住 民族 に 平等 な 自己 決定 権 (自決 権 ) が め ある の で す 。 こ れこ ぞ そ が 尊 茂 な の で す 。 


回 
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省 先 生 は 中 国政 府 を 代表 し て 設 話さ れ 、 武 力 を 後ろ る 盾 に し て 台湾 統一 、 一 国 二 制 度 の 実施 を 
堅持 する こと を 強調 され る と と も に 、 お な じ 中 国人 は 傷つけ な いて 述べ られ まし た だ た 。・・・ 私 た 
ち は 、 チ ベッ ト 人 、 ウ イグ ル 人 が 「 中 国人 」 に な っ て か ら 、「 民 族 自治 区 」 に お いて 文化 、 言 
語 、 信 仰 の 絶滅 に ひん し て いる 状況 を みて いま す 。 一 国 二 制度 の も と に ある 香港 人 民 も 、 急 速 
に 民主 と 自由 を 失い つつ ある 事態 を みて いま す 。 そ し て 中 国人 民 が 自ら の 基本 的 人 権 に つい て 
語り 、 そ れ を 守る こと が で き な く な っ て いる 状況 を 目の当たり に し て いま す 。 


泊 近 平 先生 、 台 湾 の 原 住民 族 と 台湾 の 主体 性 は 、 必 喝 を 拒否 し 、 一 歩も 引き さがる こと は あ 
り ま せん 。 


いつ の 日 か 、 中 国 が 人 栓 ん だ 歴史 観 、 民 族 観 、 国 家 観 を 放棄 し た その 際 に は 、 わ れ わ れ は 強制 
的 な 親子 関係 と し て で は な く 、 良 き 隣 和 人 人 と し て の 関係 を 望め の も の で す 。 そ の 時 に は 、 わ れれ われ 
は 届か ら 人 克 を 掲げ て 、 中 国 と いう 良き 隣人 の た め に 小米 酒 ( 栗 の 醸造 酒 ) を 献 杯 し た いと 思い 
ます 。pasola xmnx na mansonsoul! (快適 な 呼吸 が 続き ます よう に ! : 閣 族 の 挨 反 ) 


清 忠 成 ( 爺 族 )、 馬 干 里 Mateli Sawawan ( 卑 南 族 )、Magaitan. Lhkatafatu (部 族 )、 伯 駐 華 Saidai 
Tarovecahe ( 租 間 族 )、 夏 錦 龍 Obay. Ataw. Hayawan ( 費 夏 族 )、Eleng Tjaljimaraw ( 排 洛 族 )、 鴻 
義 草 Upay Kanasaw ( 阿 美 族 )、 曽 華 徳 集 福 友 萬 ( 排 潤 族 )、 林 幸 霞 Afas Falah ( 阿 美 族 )、 帖 嗣 . 誠道 
Teyra Yudaw ( 太 胃 閣 族 )、 伊 過 坦 大 . 貝 雅夫 . 正 福 lstanda. Paingav Cengfu ( 布 農 族 )、 伊 央 . 撤 
引 Yiyang Sayion ( 撤 奇 共 雅 族 )、 思 新 光 voe-uyongana ( 閣 族 )、 溢 緯 ( 馬 本 道 族 )、 孔 賢 傑 AVia 
Kanpanena ( 二 那 本 那 富 族 )、Uma Talavan 萬 激怒 ( 西 拉 雅 族 )、 濡 未 Watan Teymu (弘人 徳 克 族 )、 陳 
金 旧 ( 釧 達 属 賠 族 )、 謝 宗 修 Buya. Batu (0 唱 境 痢 族 )、 葛 新 雄 ( 拉 阿 角 吐 族 )、 魅 美 下 Savi Takisvilainan 


( 布 農 族 )、 異 雪 月 ( 阿 美 族 ) (翻訳 全文 は アタ ッ ク 関 西 グ ルー プ の ブロ グ https://bitly/3KAtSAY ) 


台湾 ・ 中 華 民 国 の 基礎 知識 (外務 省 ) 
・ 和 面積 3 万 6 千 平 方 キロ メー トル (九州 より ⑦ ぶ や 小 さい) 
・ 人 人口 約 2326 万 人 (2022 年 12 月 ) 中 国語 、 台 湾 語 、 客 家 語 等 16 原 住民 族 ( 他 に 地 亡 認定 3 未 認定 13) 
・ 政 治 体制 三 民 主義 (民族 独立 、 民 権 伸長 、 民 生 安 定 ) に 基づく 民主 共和 制 。 五 権 分 立 (行政 、 立 法 、 監 宗 、 司 法 、 考 試 ) 
・ 外 交 関 係 の ある 国 ( 計 14 が か 国 ) 
大 洋 州 (4 か 国 ) ツバ ル 、 マ ー シ ャ ル 諸 島 共和 国 、 パ ラオ 共和 国 、 ナ ウル 共和 国 欧州 (1 か 国 ) バチ カン 
中 南米 ・ カ リプ (8 が 国 ) グアテマラ 、 パ ラグ アイ 、 ホ ンジ ュ ラ ス 、 ハ イチ 、 ベ リー ズ 、 セ ント ピン セン ト 、 セ ント クリ スト ファ ー・ ネ ー ヴ ィ ス 、 セ ント ルシア 
アフ リカ (1 が 国 ) エス ワ テ ィ ニ 
・ 兵 力 約 16 万 人 
・ 経 済 名 目 GDP 7727 億 米ドル (2021 年 ) ノー 人 当たり の 名 目 GDP 3 万 3 千 米 ドル (2021 年 ) 
・ 王 要 産 業 (製造 業 ) 電子 製品 、 化 学 品 、 鉄 鋼 金 属 、 機 械 
・ 実 綿 経 済 成長 率 6.45% (202 1 年 ) 
・ 失 業 率 395% (2021 年 通年 平均 値 ) 
・ 軸 易 総額 8275 億 米ドル (2021 年 ) 輸出 額 : 4464、 輸 入 額 : 3811、 収 支 : 填 652 


・ 主 妥 忠 易 相手 先 
輸出 (2021 年 ) : 中 国 、 米 国 、 香 港 、 日 本 、 シ ン ガ ボー ル 
軸 入 (2021 年 ) : 中 国 、 日 本 、 米 国 、 韓 国 、 オ ー ス トラ リア 


・ 妥 忠 易 品目 
輸出 : 電子 製品 、 情 報 通 信 機 器 、 鉄 鋼 金 属 製品 、 機 械 、 ブ ラス チッ ク 製 品 
軸 入 : 電子 製品 、 原 油 ・ 欠 産 物 、 鉄 鋼 金 属 製品 、 化 学 品 


・ 往来 : 日 本 一 台湾 217 万 人 、 台 湾 一 日 本 489 万 人 、 在 香 邦人 数 20.345 人 (2022 年 10 月 現在 ) 


中 華 民 国 ・ 台 湾 の 歴史 


1885 年 
1937 年 
1851 年 
1952 年 
1954 年 
1956 年 
1958 年 
1971 年 


1972 年 


OS 年 
1979 年 


1981 年 
1984 年 
1986 年 
1987 年 
1988 年 
1989 年 


9 年 
1993 年 
1995 年 


1996 年 


日 清 戦争 で 台湾 を 日 本 に 割譲 。191 1 年 辛 婦 革 語 。 
應 溝 橋 事 件 、 第 二 次 国 
朝鮮 戦争 。 米 第 七 勝 隊 を 台湾 海峡 へ 派遣 。 
サン フラ ン シ ス コ 全 約 発効 。 前 年 の 調印 式 に は 中 華 民 国 も 中 華人 民 共 和 
台湾 海峡 危機 (第 一 
2 ーー 


国民 党 大 陸 反 攻 を 試み る 。 


次 ) 人 民 解 放 軍 は 一 江山 島 、 大 陳 島 を 礁 取 。 米 


12 年 中 華 民国 。24 年 第 一 炊 国 
共 合作 。1945 年 日 本 降伏 、 国 共 内 戦 。 1949 年 中 華人 民 共 和 


葉 隊 が 台 


共 合作 。25 年 孫 文 死去 。27 年 上 海 ク ー デ ター 


国軍 が 磯 守 。 米 


ニク ソン 訪中 、 日 中 国交 0 (日 中 共同 宣言 )。 | 1999 年 
将 経国 行政 院長 「 重 大 建設 2OOO 年 
将 介 石 死去 、 和香 (78 年 給 統 に ) | 2 っ OO2 年 
中 国 全 人 代 「 台 湾 同 胞 に 告げ る 書 」。 米 中 国交 正常 | っ OO4 年 
化 。 NN 2008 年 
UN 時 王制 葉 語 英 メ ッ セ ー ジ ( 葉 9 点 ) 2010 年 
基 法制 定 。 訪 組 運動 活発 化 2012 年 
民主 進 沙 沈 結 2013 年 
戒厳 令 解 除 。 ' 2014 年 
将 経国 死去 。 和 李登輝 が 総統 に 就任 (本 省 人 初 )。 
0 台湾 で 野 白 合 学生 運動 。 統 一 選 | 2 っ O16 年 
NR 法 な ど 撤 廃 。 0 
0 暫 - 2020 年 
半生 2022 年 
江沢 民 ] 必 ト ( 江 8 上 京 ) と 李 生 ( 李 6 点 )。 
ST 人 人 湾 当 峡 危機 


台湾 初 の 総統 選 共 で 李登輝 が 当選 。 


国 建国 、 国 民 党 は 台湾 へ 。 195O 年 将 介 石 が 中 華 民国 総統 に 。 


国 も 抱か れず 。 日 開平 条約 締結 。 

深 軍 撤退 を 支援 。 米 華 相互 防衛 条約 締結 。 ス ター 
リン 批判 、 ハ ン ガ リー 動乱 一 6O 4 (フル シ チ ョ フ の 平和 共存 へ の 批判) 

台湾 海峡 危機 (第 二 次 ) 人 民 解 放 軍 が 金門 島 を 砲撃 
国連 で 「 国 府 追 放 、 北 京 担 へ い 」 の アル バニ ア 


リン 死去 


国 が 介入 を 示唆 。 ソ 連 は 平和 共存 で 不 介入 。 
案 可 決 。 中 芋 民 国 は 脱退 。 ニ クソ ン シ ョ ッ ク 。 


登 泊 「 両 岸 は 特殊 な 国 と 国 と の 関係 」 
用 選挙 で 民進党 の 陳 水 局 が 当選 
中 国 、 台 湾 そ ぞ そろ っ て WTO 加 映 
民進党 の 陳 水 選 総 統 が 再選 。 
国民 党 の 馬英九 が 総統 に 当選 
海峡 両 岸 経済 協力 枠組 協定 (ECFA) 締結 
馬英九 が 再選 
日 本 新 防 衛 大 綱 「 南 西 地域 の 防衛 態勢 の 強化 」 


台湾 ひま わり 運動 (サー ビス 買 易 協定 反対 )、 香港 
雨傘 運動 (普通 選 共 実施 要求 ) 


民進党 の 侍医 文 が 相当 に 当選 

理 港 で 逃亡 犯 業 例 改正 反対 運動 

祭 英 文 が 再選 

ペロ シ 訪 台 、 中 国軍 演習 、 統一 地 亡 選 で 民進党 敗北 


ペロ シト 院 議 長 訪 台 と 人 民 和 解放 軍 の 軍事 演 斬 、 目 衛 隊 南 抽 シ フト に つい て 


ペロ シ 氏 訪 台 を めぐ る 米 中 の 主張 と 中 国 の 対抗 措置 
台湾 は 中 国 の 一 部 だ 「 一 つの 中 上 と い 7】 還 

ら な ! 33 
( 要 人 の 訪問 な ど で ) 米国 は 贅 果 は 受 わ ら な 【 遇 
「 中 国 は 一 つ 」 と いう 原則 を 中 国 は 過剰 に 反応 
骨抜き に し よう と し て いる すべ き で は な い 


「 台湾 有事 」 を 「 ア メリ カ の 挑発 」「 一 つの 中 国 は 守る べき 」 
と 言う だ け で いい の か が 。 「 ア メリ カ の 軍部 高札 か ら 出 た だ 情 
報 な の で 注意 が 必要 」 ft せ 界 』 2 月 号 で 台湾 問題 を 書い て いる 較 田 充 
さん が 昨年 沖縄 で 開か れ た シン ポジ ウム に リモ ー ト 参加 し た 際 の 発言 ) て 
いつ 主張 は ある が 、 お し ろ ア メリ カ 以 外 か ら そ の よう な 情 
報 は で な い 。 日 本 の 南西 シフ ト を 世論 的 に も 実際 に も 加速 
させ る 役割 を 果たし た が 、 だ びら と いっ て 「 デ マ 」「 フ ェ イ 
ク 」 て 切っ て 捨て る の は 問題 。 


ペロ シ 米 下院 議長 が 間 
中 国 が 警告 する 中 … 店 台 (8 月 2 日) 妥 


ぇ 田 思 
アン 中 財 


る 1 / の 


ント タコ 


9 
指 和 事 演 (区 域 レ の 2) し 4 四 に 
南シナ海 タク る 


米国 と の 対話 協力 の 仕組 み の 取 り 消 し や ー 時 停止 


デー ビッ ド ソ ン 削 玉 軍 局 令 官 
21 NN Te 到 、 現 ・ 笹 川平 和 周 団 論 問 委員 
] 2 年 3 月 、 米 上 遇 軍事 委 
公 聴 会 で 、 中 国 が 「G 年 以内 」 に 台湾 に 侵攻 する 可能 性 が 
| ある と 半 和 。「( そ の 分 析 ) 変え る 理由 が 見 当たら な い 。 現在 か 
、 ら 27 年 まで の 期間 を と くに 悪意 。」 百 体制 の 3 期 目 の お わり が 
2027 年 の 中 共 21 回 大 会 な お 2027 年 は 人 民 解 軍 建 軍 10O 
年 )。「 中 国 の 軍事 カ は これ まで の 1O 年 間 の 動き を か ん が える と 、 
アメ リカ の 抑止 力 を 損なう よう な 成長 が 続く だ ろう 」 と 予測 し 
軍事 能 カ に つい て も 「 米 国 と の 能力 差 が 縮まっ て いる 」。 


写真 は 2019 年 10 月 


「 一 つの 中 国 」 ・・・ 中 国政 府 は 92 年 の 両 岸 交渉 で の 口頭 の 確認 で ある 「92 年 コン セン 
サス 」 の 「 一 つの 中 国 」 し が 言わ な い 。 し か し 中 華 民 国 に は 中 華 民 国 の 「 一 つの 中 国 」 が ある 。 
さら に は 「 中 国 で は な い 」 と いつ 立場 も ある 。 ア メリ カ も 日 本 も 「 一 つの 中 国 」 と いう つう 立場 。 政 
府 の 立場 と 民衆 の 立場 を 同じ に する 必要 が ある の か が 。 

ぐ ⑥ 〇 92 年 コン セン サス (東京 外国 語 大 学 、 小 笠原 欧 幸 さ ん の ブロ グ よ り ) 

「G2 年 コン セン サス 」 は 1992 年 , 中 台 双 訪 の 窓口 機関 の 間 で の 事務 レベ ル の 折衝 過程 で 形成 され た とこ 

され る 。 中国 側 は これ を 「 一 つの 中 国 原 則 を 口頭 で 確認 し た 人 台 意 」 と 解釈 し . 台湾 の 国民 党 は 「 一 つの 中 

国 の 中 身 に つい て それ ぞ れ が (中 華 民 国 と 中 華人 民 共 和 国 と ) 述べ 合う こと で 合意 し た 」 と 解釈 。 

中 国 側 は 中 華 民 国 の 存在 を 認め て いな い の で , 江沢 民 時 代 は この 台湾 側 の 解釈 を 否定 し て きた だ が, 胡 錦 
潮時 代 に な っ て 台湾 側 の 解釈 を 否定 も 育 定 も し な い 訪 針 に 切り 替え , 20O5 年 以降 の 共産 党 と 国民 党 と の 
連携 に 道 を 開い た 。 馬 政権 登場 後 . 中 馬 は これ を 話し 合い の 基礎 と する こと で 一 連 の 争点 を 棚上げ し 各種 
協定 を 結ん だ の で , 「92 年 コン セン サス 」 が 一 定 の 効用 を 持つ こと が 示さ れ た 。 民進党 の 禁 英 文 主 席 は , 
台 意 文書 が 存在 し な いこ と , 中 国 が 台湾 側 の 解釈 を 公式 に 認め て いな いこ と を 理由 と し て , それ は 「 存 在 
し な い 」 と 主張 し た 。 


「 武力 行使 」・・・「 武 力 で 統一 する 」 と は 言っ て いな い 。「 平 和 統 一 が 最善 。 か り に 武力 行 
使 す る に し て も 、 対 象 は ご く 一 部 の 独立 分 子 と それ を 方 る 外国 勢力 」。 


「 平和 統一 」・・・ 誰 の 平和 ? ブ ル ジ ョ ア ど も の ウィ ン ウ ィ ン の た め の 平 和 で は な いか ・・・ 
王 凡 西 の 台湾 テー ゼ に お ける 台湾 民主 社会 革命 と 中 国 に お ける 民主 政治 革命 の 統一 的 提起 


一 つの 中 国 」 て 「 平 和 統 一 」 は 「 一 国 二 制 度 」 こ セッ ト 
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初 選 77 人 案 明 開 審 3?2 人 選 丁 至 今 近 十 年 ーーー 9 RA 
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民 弟 如 軒 加 油 潤 


庫 所 芽 
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有 学 


「 一 国 二 制 度 」 を! 偉大 な 発明 」 ご 上 自画 目 黄 


連 条 
下 『 TL 人 る 


関 茨 天 園 府 避 消 園 大紀 潜 園 真 中 中 
に を … 和 坊 ) | の 人 りり 
に た 
KJ は 】 
世 
ed 


当 園 汗 園 半 下 部 軒 山 弱 
1 3 | 


 】 
EE 司 
癌 由 涯 園 遍 喘 叩 


加 


ーー つ 
っ 


ーー ニー ニーーー- ーー 平和 的 に 統一 し て も 、 香 港 で 見 られ る 「 一 国 
二 制 度 」 で 台湾 人 が 納得 する と で も 香港 の 
立法 会 選挙 に お ける 民主 派 の 予備 選挙 が 「 国 
家 安全 維持 法 」 の 「 国 家 転 響 扇動 罪 」 で 起訴 
され 、 い まま さ に (2②3 年 2 月 て ) 審理 が 連 
日 行わ れ て いる が 、 ま っ だ た く の 共 番 。47 人 
中 、 起 訴 容 疑 を 合 説 し て いる の は 16 人 。 


民 史 
ーY( 之 


9 | 
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豆 中 悦 
re 提 


「 祖 国 統一 」 に お ける 極度 の 中 華 民 族 主義 
中 国共 産 宛 20 回 大 会 報告 に お ける 台湾 記述 


われ われ は 新 時 代 に お ける 台湾 問題 解決 の 基本 万 針 を つ ち 出し 、 両 岸 の 交流 ・ 協 力 を 促 
し 、「 台湾 独立 」 分 活 動 に 断固 こし て 反対 し 、 外 部 勢力 か ら の 千 渉 に 断固 こし て 反対 
し 、 両 岸 関係 の 主導 権 と 主 動 権 を し っ か りこ と 握っ た 。 


「 一 国 二 制 度 」 は 中 国 の 特色 ある 社会 主義 の 偉大 な 壮 基 で め あり 、 和 祖国 帰 後 の 理 港 ・ マ カ 
オ の 長期 的 な 繁栄 ・ 安 定 を 保つ 最善 の 制度 的 取り 決め で ある た め 、 長期 的 に 堅持 し な け 
れ ば な ら な い 。…… 査 港 ・ マ カオ の 資本 主義 制度 て 生 活 様 式 を 長期 的 に 保ち 、 香 港 ・ マ 
カオ の 長期 的 な 繁 示 ・ 安 定 を 促進 する 。 … 得 国 を 愛し 理 港 を 愛 し マカ オ を 愛す る 勢力 
を いっ そう 拡大 し 、 港 ・ マ カオ の 同 法 の 愛国 精神 を 人 高め 、「 一 国 二 制度 」 を 支持 する 
より 幅広 い 国内 外 の 統一 戦線 を 結成 する 。 中 国 反 対 ・ 杏 港 か が ぐ 和 ・ マ カオ か が ぐ 乱 勢 力 を 
断固 こし て 取り 締まり 、 和 理 浴 ・ マ カオ の 事柄 に 対す る 外部 勢力 か ら の 千 渉 を 断固 こし て 
防ぎ 、 食 い 止 め る 。 


台湾 問題 を 解決 し て 祖国 の 統一 を 実現 する こと は 、 中 国共 産 党 の 歴史 的 任務 で め あり 、 す 
べ て の 中 華 民 族 の 人 尽 の 共通 の 願い で あり 、 中 華 民 族 の 偉大 な 復興 を 実現 する 上 で の 
凡 然 的 要請 で ある 。 新 時 代 に お ける 党 の 台湾 問題 解決 の 基本 万 策 の 皿 微 を 堅持 し 、 両 岸 


関係 の 主導 権 と 主 動 権 を し っ か り と 握り 、 祖 国 統一 の 大 業 を 揺 る ぐ こと な く 推 進 す る 。 


「 平 和 統 一 、 一 国 二 制度 」 の 万 針 は 両 岸 統一 を 実現 する 最善 の 万 法 で め り 、 両 岸 の 同胞 
お よび 中 華 民 族 に よっ て 最も 有利 で め ある 。 われ われ は 「 一 つの 中 国 」 の 原則 とこ 「92 年 
コン セン サス 」 を 軸 持 し 、 そ れ を 踏ま えて 、 台湾 の 各党 派 、 各 業界 、 各 階 層 人 土 こ 、 両 
岸 関係 ・ 国 家 統 一 に つい て 幅広 く 踏 み 込 ん で 舌 議 し 、 共同 で 両 岸 関係 の 平和 的 発展 て 祖 
国 の 平和 的 統一 の プロ セス を 推進 し て いく 。 広範 な 台湾 同胞 と の 連帯 を 堅持 し 、 祖国 を 
愛し 統一 を 目指 す 台 湾 党 内 の 人 尺 を 揺 る ぎ な く 支持 し 、 共同 で 歴史 的 大 勢 を 把握 し 、 民 
族 の 大 義和 を 持 し 、「 台湾 独立 」 に 断固 反対 し 、 祖 国 統一 を 揺 る ぐ こと な ぐ く 促 進 す る 。 
偉大 な 祖国 は 永遠 に 祖国 を 愛し 統一 を 目指 すす べ て の 人 尽 の 強固 な 後ろ 盾 で め ある 。 


両 岸 同胞 は 血 の つ な が っ た 「 血 は 水 よ り も 濃い 」 家族 で ある 。 われ われ は 終始 台湾 同胞 
和 を 末 重 し 志 い や り 、 彼 ら に 主 福 を も た だ らし て いる 。 


台湾 は 中 国 の 台湾 で ある 。 台湾 問題 の 解決 は 中 国人 目 映 の こと で ある た め 、 中 国人 目 映 
で 決め る べき で ある 。 われ われ は 、 最大 の 誠 計 を も っ て 、 最大 の 努力 を 尽く し て 平和 B9 
統一 の 未来 を 実現 し よう つと し て いる が 、 決し て 武力 行使 の 放棄 を 約束 せ ず 、 あら ゆる 必 
要 な 措置 を こる と いう 選択 肢 を 残す 。 その 対象 は 外部 勢力 か ら の 告 渉 こ ご く 少数 の 「 台 
党 独 立 」 分 克 勢 力 お よび その 分 帝 活 動 で め あり 、 決し て 広範 な 台湾 同胞 に 向け た も の で は 
な い 。 国家 統一 ・ 民 族 復 興 と いつ 歴史 の 車 輔 は 着 尺 と 前 へ 進ん で お り 、 祖国 の 完全 統一 
は 必ず 実現 し な けれ ば な ら ず 、 必 ず 実 現 で きる の で ある 。 


習 近 平 2019 年 1 月 「 台 湾 同 胞 に 告げ る 書 」40 周年 シン ボ の 講話 


中 国 の 統一 は 、 台 湾 の 経済 的 利益 を 
は じ め 、 い か が な る 国 の 台 法 的 利益 も 
損なわ ず 、 だ だ 他国 に 発展 の 機会 を 
も だ らし 、 ア ジア 太平 洋 地 域 と 世界 
の 繁 案 と 安定 に 対し て 、 い っ そつ う 積 
極 的 な 力 〈 正 能 量 ) を 注入 し 、 人 類 運 
品 共 同体 の 構築 と 世界 の 平和 、 発 
展 、 人 類 の 進歩 の た め に 、 よ り 大 き 属 4 価 E 
な 頁 献 を する こと に な る で し ょ う 。 へ ヘ ジ ョ ー ジ ・ オ ー ウ ェ ル 『 動 物 農場 』 の ラス トシ ー ン 
同志 諸君 、 同 胞 の みな さん 、 友 人 の みな さん ! 


過去 を 変え る こと は で きま せん が 、 現 在 は 正しく 認識 する こと が で きる し 、 未 来 は 創造 する こ 
こと も 可能 な の で す ! 新 時 代 は 中 華 民 族 、 そ し て 台湾 海峡 両 岸 の 同胞 に こっ て 偉大 な 発展 の 時 代 
で す 。 前途 は 平坦 で は あり ませ ん が 、 私 た ち が 力 を 合わ せ て 努力 する 限り 、 中 華 民 族 の 偉大 な 
復興 の た め に より 良い 未来 を 創造 する こと が で き 、 祖 国 の 偉大 な 統一 を 完成 させ る こと が で き 
る の で す 。 


悟 党 全て 中国 の 経済 依存 
規 岸 GDP 綿 量 比較 


GDP 線量 ( 萬 |GDP 成 長 率 


偽 元 人 民 淀 ) 


に に 味 10 こ 76 
汁 抄 9.96 


山東 7.10 


四川 4.66 


福建 4 .23 


10 湖南 3.97 
※2019 年 的 統計 製 表 : 人 奈 宗 隷 資料 來 源 : 綴 合 
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上 説 名 ョ 人) 
台 溝 / 中 國 大 陸 近 20 年 人 均 GDP 成長 率 


較 全休 人 均 GDP 較 中 園 大 陸 人 均 GDP 
ー- 台 満 短 濱 成長 率 = 中 國 大 陸 組 注 成 長 率 


人 捧 GDP(USD) 息 潮 成 信 率 (%) 
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目 -5 上 W 
1997・ ee | 2018 | 
部 洲 金 融 風 暴 中 國 大 陸 加 入 | 中 美 貿 易 戦 
2000 2001 ーー* 2007-2008 
網 路 泡 涼 破 和 台 潜 筆記 型 電 乃 環球 金融 危機 
産業 西進 


資料 氷 洛 : 台 遂 行 致 院 主計 揮 剖 ・ 中 随 同 家紋 計 局 ・ 世 界 筆 行 


台湾 地区 対 主 要 国 家 / 
ヒーー ト 一 


2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 
圏 中 国 大 陸 ( 含 香港 ) 較 美 国 記 日 本 剛 欧 洲 詳 赤 盟 


1999 年 2007 年 2015 年 2020 年 


較 入 に 占め る 中 国 の 割合 は 4 割 。WTO 加盟 後に 増加 。 
中 国 ひ ら の 輸入 に つい て も 中 国 か ひら の 割合 は 19.6% と トッ プ (22 年 )。 
日 本 12.8%、 ア セア ン 12.6%、 ア メリ カ 107%、EU9.4%、 中 東 8.4% 


本 


217347.6 単位 : 伯 元 人 民 市 
数 握 芝 時 同 : 2021 年 
ss . 
ルー em 2 
し トー ムー ナー 部 他 2608W 昌 日 中 目 上 日 上 PVR ye 5 
SRAUHNIIIIIHHHI だ oe 人 半 TEI 還 還 還 還 還 2019 年 中 国対 外 貿 易 500 強 之 浄 出口 額 前 十 企 普 
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フォ ックス コン 人 州 に は 三 つ の 工場 が ある 。 
女 放 空 港 工場 (総合 保税 区 内 で 一 番 大 き な 工 場 ) 
560 万 平米 、20 万 人 の 労働 者 が 周辺 8 つの 

宿舎 エリ ア に 住む (小さ な 県 町 規模 “ 
保税 区 工場 の 労働 者 の 宿舎 は 12 の 地域 (社区 ) 
に 分 か れ 、 各 区 に すく な く と も 3 棟 の 宿 合 。 司 


1 7 
ドー 二 ーッ ーー ディ ビー ジン Y 5 計 黄 
吉 語 便利 店 合 た 905 記 の 


了 ペ eo ュー 


フォ ックス コン 叙 州 と スマ ホ の サプライ チェ ー ン 


中 国 製 造 2025 工業 企業 売上 高 | スマ ー ト 製造 
の 地域 推進 マッ ツ プ | の 占有 率 企業 モデ ルケ ー ス 
(2015 年 ) (2015 一 2017 年 ) 


西部 12 省 ・ 直 轄 市 


全国 合計 207 社 ⑳④ 


*※ 注 : スマ ー ト 製造 企業 モデ ルケ ー ス 
2015 年 46 社 . 2016 年 63 社 , 2017 年 98 社 (選定 ) 


* スマ ー ト 製造 モデ ギル テス ト 12 都 市 : 
新 江 寧波 , 湖 州 . 福 建 泉州 , 遼 寧 深 陽 , 吉林 長春 . 湖 北 
武漢 . 山 東 青島 , 寧 夏 呉 忠 、 四 川 成都 , 安 役 合 肥 な ど 
@ スマ ー ト 製造 モデ ギル テス ト 4 都 市 群 : 
江蘇 5 都市 群 , 湖南 4 都市 群 , 広東 6 都市 群 . 河南 3 都市 群 
日 立論 評 2017 年 * 進化 し 続け る 「 世 界 の 工場 」 一 「 中 国 製造 2025」 に 見 る 製造 強国 戦略 より 


https://www.hitachihyoron.com/jp/archive/2010s/2017/06/gir/index.html 


@ 導 州 は 従来 は 紡績 、 石 戻 が 中 心 だ っ た が 詞 退 。 政 策 的 に 電子 産業 を 育成 へ 。 


@ 雑誌 『 財 経 』 系 列 の 記事 : フ ォ ッ クス コン は 、 中 国 に 44 の 工場 地区 が あり 、 そ の うち の 半分 
で iPhon を 製造 。 三 分 の 一 で 最新 の iPhon 製造 能力 が ある 。80% の iPhon14 が 候 州 で 生産 さ 
れ て いる 。 人 細 州 に ハイ スペ ッ ク 製 品 の ライ ン が 集中 し て お り 、 す ぐに は 代替 が きか な い 。 

@ 2021 年 の 河南 省 の 貿易 総額 は 83.1% 増 加 し て 326.4 億 元 に な っ た が 、 フ ォ ッ クス コン 関係 の 
件 易 総額 は 94.7 億 元 で 、3 割 近 く を 占め た 。 

@ フォ ックス コン 叙 州 は 世界 中 の iPhone の 50% を 生産 。90 本 の 生産 ライ ン で 35 万 人 が 働 
く 。 地元 政府 に と っ て も 重要 な 産業 で 、 取 引 総 額 は 令 州 市 の 80%、 河 南 省 全体 の 60% を 占め 
る 。 中国 で 製造 され る 携帯 電話 の サプライ チェ ー ン の 輸出 額 に お いて 、 フ ォ ッ クス コン 多 州 
の 輸出 額 は 三 分 の 一 を 占め る と いう 。 

@ 依然 と し て 利益 率 の 低い 労働 集約 型 の 作業 を 中 国 に 集中 させ る と いう ビジ ネス モデ ル 。 

IiPhone 十 二 年 , 礁 以 塊 再見 ] 2019-09-11、 介 (https://bitly/3EYSWlk) より 


2019 並 果 供 友 et h 図 大陸 謙 ] iPhone 応 旧 利 油分 配 格 局 
代 人 ンズ 7 1 


癌 国 人 


材料 成 本 、21.70% 間 渡 公司 的 利 測 , 


S8. 5 


@ iPhone を 分 解 し て 分 か っ た アッ プル に と っ て 重要 な サプライ ヤー (2021 年 7 月 6 日 ) 

「 ア ッ プ ル が 21 年 5 月 末 に 公表 し た 2020 年 の サプライ ヤー トッ プ 200 に 中 国 メ ー カ ー12 社 
が 新た に ラン ク グ 入 り し 、 中 国 メ ー カ ー が 全体 に 占め る 割合 は 19 年 の 52% か ら 57%% こ 上 昇 し 
た 。」「01. チ ッ プ 、 デ ィ ス プレ イ 、 メ モリ ー の 三 大 コア 部 品 は 米 日 韓 が 握る 」 「iPhone 12 Pro 
Max を 実際 に 分 解 し て みる と 、 中 国 の サプライ ヤー は 唯一 『 恵 州 徳 頃 電池 (DESAY)』 が 入っ 
て いる も の の 、 そ れ 以 外 は 米国 、 韓 国 、 日 本 な どの 企業 が 主 で 、 米 国 の サプライ ヤー が 絶対 
的 な 地位 を 血 め て いる こと が 分 か っ た 。」「 新 た に 加わ っ た 36 社 の サプライ ヤー の うち 中 国 企 
業 は 12 社 あ っ た が 、 こ れ ら の 企業 の 主要 業務 は 素材 、 機 構 部 品 に 集中 し て いた 。」 
https://36kr.jp/139987/ 


@ 無数 に いる 農民 工 、 数 か 月 で の 入れ 替え 可能 、 農 民 工 も 数 か 月 で や め て も 、 ま だ 自 留 の 農地 
が ある な 、) 他 に は 代え が た い 場 所 に な っ て いる と も 言え る 。 


@ フォ ックス コン 功 州 全体 の 労働 者 30 万 人 の うち 25 万 人 が 派遣 な ど 不 安定 で 入れ 替わり の 激 
し い 労 働 者 。 な に より も 労働 者 を 押さ えつ ける 権力 が 未 端 レ ベル に まで 中 徹 し て いる 。 


@ 染 鴻 「 出 梁 荘 記 』 (2016 年 ) の イン タビ ュー 参照 


% フォ ックス コン の 連続 飛び 降り 自殺 
https://Dit.ly/30Fci9G wiki より 


隊 その 後 
@11/1 : 河南 省 省 長 ・ 王 用 が 工場 を 視 還 

穴 ( 省 の トッ プ は 党委 員 会 書記 の 楼 陽 放 識 
生 ) https://bit.ly/3EVfrnX 
@11/18 報道 : フォ ックス コン に 10 万 人 の 


応募 募集 は 一 時 停止 (月 涯 新聞 2022-11-18) 時 在 度 呈 空 区 策 騙 折 計 到 
kd 科学 精 准 防 控 引 化 服 色 保 際 
https://bit.ly/3tR2bdA s- 全力 守 招 人 民 群 丸 生命 健康 安全 


※ 年 末 ク リス マス セー ル に むけ て 毎年 人 手 人 
不足 に な る の で 政府 が 人 員 を 募集 し 10 万 人 が 応募 。 す べ て が 雇 用 され る わけ で は な い 。 人 が 多 
く な れ ば 感染 リス ク も 上 が り 、 対 策 人 員 も 必要 に な る こと か ら 当 面 は 募集 を 停止 。17 日 に フォ 
ックス コン が 発表 し た 募集 要項 は 派遣 で 時 給 30 元 、 一 週間 以内 の 退職 者 は 時 給 の み 、11/9-26 
の 期間 中 に 雇用 され 15 日 間 の 契約 満期 の 後 、 隔離 4 日 間 の 生活 補助 金 (1 日 400 元 、15 日 未 
満 で 離職 し た も の は 1 日 100 元 )、30 日 満期 で 3000 元 の 特別 手当 、60 日 目 に は さら に 3000 
元 。 退職 後に 再度 雇 用 され た 場合 は 500 元 の 奨励 金 (一 回 の み )。 

@11/]11 報道 : 河南 省 政 府 各 村 か ら 一 人 を フォ ックス コン に 出す よう 指示 jeps:/bity/3VmsfG』 
村 の トッ プ の 党 書 記 が フォ ックス コン を 辞め た 労働 者 に 電話 を か け て リク ルー ト 。 河南 省 に は 
(47 万 7556 の 村 委 会 が ある 。 河南 省 対外 労務 合作 公司 ウェ ブ よ り https://bit.ly/3Xs5xRJ ) 
@11/21 報道 人 手 不足 に 政府 の 支援 退役 軍人 と 党員 の 動員 も (2022 年 11 月 21 日 ) 

https://cn.nytimes.com/technology/20221121/apple-foxconn-china/ 
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「 両 岸 労働 者 の 団結 し た だ 闘 省 に よっ て の み ! 」 


「 現在 、 両 岸 の 間 で の 軸 易 は ます ます 頻繁 か つ 味 密 な 
サプライ チェ ー ン を 形成 し 、 両 岸 労働 者 階級 の 団結 の 
だ ため の 経済 的 基礎 を 作り 出し つつ ある 。 同 じ 台 湾 企 業 
に 雇用 され て いる 両 岸 労働 者 の 数 は 壮 万 人 に も の ば ぼ 
る 。 両 岩 労働 者 の 経済 関係 に お いて 、 特 に 味 密 な 部 分 
に つい て 調査 研究 を 行い 、 な ぜ 両 岸 の 労働 者 が 共同 の 
利益 を も っ て いる の か が を 指摘 し 、 完 全 に 隔絶 され だ 羽 
題 を 休 尺 に 打破 し 、 大 陸 に 進出 し た 台湾 企業 の 労働 者 
の 剛 争 支援 か の ら 始め 、 実 際 の 行動 を 通じ て 相互 の 理解 
を 促進 させ な けれ ば な ら な い 。 台湾 労働 者 は 、 だ だ 両 
岸 労働 者 の 団結 し た 闘争 で 待遇 を 向上 させ る こと に よ 
っ て の み 、 そ し て より 大 き な 労 働 権力 の 実現 か ら 労 作 
者 民 主 主義 の 実現 に よっ て の み 、 労働 和 件 の 寿 辺 へ の 
競争 こい つ 市 場 メ カニ ズム の さら な る 効用 の 発揮 を 阻 
止 で きる と いう こと を 認識 し な けれ ば な ら な い 。」 
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品 龍 宇 : 中 台 関係 に 関す る 両 岸 労働 者 階級 の 立場 ooog 年 、『 人 台頭 する 中 国 その 強 勅 性 と 脆弱 性 』 に 収録) 


2019 年 8 月 レイ バー ノー ツ ・ ア ジア ( 痛 北 ) 


Labor Notes Asia Regional Conference 


アジ ア の 国際 連 常 を 広げ よう ・ 抑 圧下 の 労働 運動 活動 家 を 守 ろ う 
2019 年 8 月 16 日 ( 金 ) ~8 月 18 日 (日 ) 台湾 ・ 台 北 市 


今回 の 台湾 ・ 台 北 市 で 行わ れる 地域 会 議 は 、 ア ジア 名 国 か ら 労 働 運 動 の 活動 家 が 集まり 、 ワ ー ク ショ ッ プ の スキ ル を 高め 、 戦 略 を 議論 し 、 産 業 を 超え た ネッ 
トワ ー ク を 作る 目的 で 開か れ ま す 。 経 験 豊富 な 活動 家 も 、 フ レッ シュ な 活動 家 も それ ぞ れ 組織 化 の 手法 を も ちよ っ て 一 緒 に 勉強 する 貴重 な 機 雲 こ な る で し ょ 
う 。 弾圧 の 脅威 に さら され て いる 労働 者 や 活動 家 を 守る た め の 戦 略 も 議 諭し ます 。 グ ロー バル 資本 主義 に 対抗 し て いく だ た め に 、 産 業 や 国境 を 超え だ 連帯 を 発 
展 さ ば せ てい きま しょ う 。 


ワー クシ ョ ッ プ : レイ バー ノー ツ 「 職 場 を 変え る 秘密 の レシ ピ 」 と トラ ブル メー カー ズ ・ ス クー ル ・ ト レー ニン グ プ ノア ジア で スト ライ キ を 組織 する 水産 加 
工業 め 家 事 労働 に お ける 労働 移動 や 強制 労働 / ハ イ テ ク 産業 、 電 子 機器 産業 、 コ ー ル セン ター、 清 掃 労働 な どの サー ビス 産業 に お ける 組織 化 プ パー ム プ ラン 
テー ショ ン 、 食 品 サ プラ イチ ェ ー ン 産業 で の 季節 労働 、 不 安定 労働 で だ たたかう ノ 女性 労働 者 の リー ダー シッ プ 、 性 に 基づく 暴力 、 ア ジア に お ける #metoo 運 
動 / 職 場 に お ける 安全 衛生 の キャ ン ペ ー ン の 作り 訪 ノ 抑圧 体制 下 に お ける 労働 者 ① 組 織 の ネッ トワ ー ク と 連 淀 ノー 淀 一 路 構想 の も と で の 外国 資本 の 投資 と 組 
織 化 世界 経済 と 労使 交渉 戦略 的 な 企業 調査 と 国境 を 超え た キャ ン ペ ー ン の 構築 … 
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卿 州 フ ォ ッ クス コン 労働 者 の 事件 か ら み て も 重要 な 指摘 。 さ ら に 工 We 
さん は 「 中 国 が 世界 的 に 爾 国 化 する 過程 に お いて は 、 域 内 市 場 の 統 の っ 3 
ー、 つ まり 資本 主義 台湾 市 場 (と ) の 統一 を 経 な けれ ば な ら な い だ ろ 
う 」 と いう 趣旨 も 論じ し て いた (どこ か で )。 


毛沢東 時 代 の 中 国共 産 党 と 習 近 平時 代 の 中 国共 産 党 の 階 級 的 相違 。 生 論 稿 主計 
つま り 、 習 近 平 に よる 台湾 統一 に 向け だ 鹿 硬 姿勢 の ベー ス は 、 だ ん に 
毛沢東 が 成 し 得 な か っ だ 事業 の 達成 』 と か 、 か つて の 『 中 華 希 国 』 
へ の 悦 慢 が ある だ け で は な く 、 毛 時 代 と は 階級 的 性 質 の 異な る 中 国 資 
本 王 義 の ロー バル 化 の 一 環 と し て 考え る こと が 重要 。 中 国共 産 党 用 
請 G い いえ 「 冷戦 選考 か ら の 脱却 」 | 


王 凡 西 は じ め 中 国 ・ 香 港 の ブ プロ レタ リア 民主 派 ( 左 細 反 対 派 ) は 、 
台湾 に お いて は 、 国 民 党 独裁 打倒 と 米 日 国 主義 の 介入 を 批判 する 労 
働 者 ・ 農 民 に よる 民主 的 社会 時 病 と 中 国 大 陸 に お いて は 中 国共 産 党 一 
宛 文 配 を 打破 する 民主 的 政治 澤 症 に よる 両 岸 社会 主義 合衆国 ( 目 発 B9 
な 連邦 制 ) と いつ 立場 。 中 国共 産 党 の 台湾 民 軍 無 視 こ 大 漢 民 族 主 義 が 
国民 守 独 吉 ご 石 細 独 立派 を 助長 する と 批判 。 


毛沢東 思想 


王 凡 西 : 台湾 革 病 に 対す る われ われ の テー ゼ (討論 稿 ) 


1977 年 9 月 


て 12 台 台湾 人 民 の 自決 権 擁護 

・ も し 広範 な 民衆 自身 が 積極 的 に 独立 を 提起 し 擁護 する と し た ら ど うだ ろう か ? われ 
われ マル クス ・ レー ニン 皇 義 的 革命 家 は それ に 反対 する の だ ろう か 。 否 で ある 。・・・ 人 台湾 人 
民 [ 福 務 ホー ロー] は [大 陸 の 漢族 と は 違う ] 独立 し た 一 つの 「 民 族 」 で は な い が 、 そ の 歴 
史 的 に 形成 され た 特殊 な 事情 に よっ て 、 の れ ら 自身 が 朋 放 模索 する 途上 に お いて 白 己 決 
する 権利 を 有する こと を 、 わ れ わ れ は 認め る ・・・ も し 台湾 人 民 の 圧倒 的 多数 が 中 国 か ら の 
人 離 を 要求 し 、 独 立 し た 国家 を 樹立 する の で あれ ば 、 わ れ われ は 誠実 に 、 そ し て 断 回 と し て 
それ を 擁護 する だ ろう 。 第 一 に この よう な 自決 権 と その 行使 は 、 高 度 な 民主 主義 と 不可 分 の 
も の で あり ・・・ 第 二 に 、 こ の 運動 が 広範 な 大 衆 的 基盤 を 持っ て いれ ば 、 少 な く と も 反動 的 な 国民 党 支配 に 対 し て 直接 的 
な 打撃 es 紀 果 を も た ら す ・ ・・ 第 三 に 、 独 立 が 台湾 人 民 と 台湾 革命 に と っ て 有利 か そう で な いか は 、 人 台湾 の 最も 広範 な 人 民 
が 闘争 の 中 で 自ら 答え を 出す 問題 だ か ら ・・・ 


(2) 右 苗 独 立派 ① 国 民 守 独 裁 を 助長 する 中 国共 産 党 の 万 針 

台湾 問題 に お ける 中 国共 産 党 の 誤り は 、 第 一 に 、 台 湾 の 広範 な 民衆 が も つ 外 来 支配 に 反対 する 深い 感情 を 否定 し 、 
その よう な 感情 と 、 和 帝国 主義 に 望み を か ける 台湾 の 少数 の 上 層 階 悦 に よ る 右派 「 独 立 運 動 」 を 同一 視 し て いる こと に あ 
る 。 次 に 、 そ も そ も 台 湾 民 察 が 自ら の 潮 病 で 台湾 問題 を 解決 し よ つ と する 可能 性 と 前 途 を 認め な いこ と か ら 、 人 台湾 人 民 が 
提起 する いか な る 要求 に 対し て も 完全 に 無理 解 で 、 理 和解 し よう と も し な いこ と で ある 。 

中 国共 産 党 が 一 買 し て 提起 する 「 台 湾 は 古来 より 中 国 の 領土 」「 台 湾 人 民 は 中 国人 民 と 血 肉 の つなが っ た だ 同胞 」 と いう ニニ 
つの スロ ー ガ ン は ・・・ 台 湾 民 衆 の 地域 的 偏見 を 強化 する だ け で あり の 、 EE ひい て は 
国民 党 に よる 「 革 新 的 台湾 防衛 」 こ と いつ 論 上 の 遂行 を 手助け すけ る こと に な る ・ 

中 国共 産 党 は これ まで ずっ と 、 台 湾 問 題 が 国民 党 と 共産 党 の 二 党 間 の 問題 、 ある い は 米 中 の ニ 国 商 の 問題 だ こと 公言 し 
きた 。 そ の 意図 する と ころ は 、 台 湾 問 題 の 解決 に は 台湾 民衆 の 革 症 を 経る 必要 は な い 、 さ ら に は 台 湾 人 民 の 意見 明 さえ 
も 必要 な く 、 そ の 運命 は 国共 両 党 ある い は 米 中 両国 が 決め る と いう つこ と で ある 。 こ の 立場 は 大 変 な 誤り で あり 反動 で あ 
る 。 ぞ それ は まさ に (一 部 の 台湾 革 症 家 の 言 つう よ つ に ) 「 大 漢 民 族 排外 主義 」 で あり 、「 形 を 変え た 民族 抑 庄 」 で ある 。 


(3) 台湾 時 病 は 未完 の 中 国 単 病 の 一 環 で あり 、 中 国 大 陸 の 労働 者 ・ 農 民 を 吉凶 する 

中 国 潮 病人 生体 の 過程 か ら み れ ば 、 台 湾 革 病 は 中 国 革 病 の 継続 で め り 、 国 家 統一 と いつ 草 病 の 民主 的 課題 の 未完 成 の 一 部 
分 ・・・ よ り 重 要 な 問題 は 、 ご の よう に 革 症 を 継続 させ 、 ご どの よう に この 課題 を 完成 させ る こと が 、 全 中 国 お よび 台湾 の 
時 癌 に こと っ て 有利 に な る の か と いつ こと 。 

台湾 の 解放 が 中 国 革 全 体 に こっ て 有利 に な る た だ た め に は 、 人 台湾 労働 者 と 広範 な 民衆 自身 が 立ち 上 が る よう に し な けれ ば 
な ら な い 。 中 国 大 陸 の 革 病 的 マル クス 主義 者 の 主要 な 任務 は 、 さ ま ざ ま な 方 面 か ら 、 こ の よう な 単 命 を 手助け し 促す こと 
で あり 、 外 部 の 武力 に よっ て その よう な 時 命 に 置き 換え る こと で は な い 。 が か が れ ら は 台湾 の 労働 者 農民 に よっ て 提起 され る 
滞 的 要求 すべ て を 支持 し な けれ ば な ら な い 。 そ こ に は 、 提 起 さ れる で あろ うつ 自決 権 の 要求 も 含ま れる 。 

この 問題 は さら に 、 中 国 大 陸 の 現存 する 政治 体制 を いか に 改善 する の か と いう 視点 で 見 る 必要 が ある 。 仮に 台湾 の 労作 
首 農 民 が 徹底 し た 単 を 押し 進め だ 場合 、 そ れ は 中 国 大 陸 の 兄弟 た ち を 必ず や 激励 し 、 彼 ら を し て 反 官 僚 政治 革 に 、 ぞ そ 
し て 下 か ら の 「 文 化 大 革 症 」 に 立ち 上 が ら せ る で あろ う 。 逆 に 、 も し 中 国 の 武力 に よっ て の み 解 放さ れ た だ 場合 、 そ れ は 深 
ぐ く 民族 主義 の 泥沼 に 陥っ た 北京 の 官僚 支配 を 強化 する だ け だ ろう 。 


(4 ) 東 ア ジア 規模 、 世 界 規 模 で の 民主 社会 主義 連邦 
・・・ 中 国 大 陸 め 台湾 の 革命 的 マル クス 主義 者 は 、 狭 い 民 族 主 義 的 偏見 を 大 胆 に 乗り 越え な けれ ば な ら ず 、 台 湾 の 労働 者 
階級 の あい だ に 徹底 し た 国際 主義 的 精神 を つ ち か い 、 か れ ら を 世界 の 労働 者 階級 と 、 そ し て まず 何より も 中 国 大 陸 の 労作 
者 階級 と 、 そ し て 次 に 日 本 と アメ リカ の 労働 者 階級 と 団結 させ 、 社 会 主義 革命 の 勝利 に 向け て 台湾 の 「 民 族 」 民 主 主 義 革 
品 を 不断 に 前 進 さ せ 、 台 湾 が 中 国 か ら 自立 し た うえ で 、 か つ 連 合 を 形成 し て 社会 主義 社会 の 一 部 と な る だ け で は な く 、 世 
界 全 体 と の 関係 に お いて も 、 最 初 の アジ ア 社 会 主義 連邦 の 一 部 と し て 、 そ し て つい に 世界 社会 主義 連邦 の 一 部 と し な けれ 
ば な ら な い 。 


・ 79 年 の 米 中 国交 正常 化 、 台 湾 政 策 の 転換 (平和 的 統一 、 台 
帝 同胞 に 告げ る 書 ) に よる 転換 

・ 7 年末 の 美 豚 島 事件 な ど 台 湾 民 衆 自身 の 運動 拡大 で ブル ジ 
ョ ア 民 主 ・ 民 族 主 義 の 要求 が 実現 され る 。 


20OO 年 代 の ブロ レタ リア 民主 派 の 模索 


・84 年 労基法 、87/ 年 戒厳 令 解除 、 工 党 、 労 働 党 、 労 工 陣 線 、 工 人 
・55 年 李登輝 訪米 ミサ イル 危機 、・ 台 湾 の 自立 的 左派 の 登場 
・ 台湾 労 働 運 動 へ の 関わ り (2000 年 の 侍 国 産業 給 工 会 ほか が) 
・ 労働 者 階級 を ベー スズ と し た 政治 勢力 の 模索 と 挫折 
「 連 結 」「 工 人 力量 」「 紅 肛 度 Red Mole」・・・ 


り と と 7/ ど 
デコ gi と デ 


+ 生 レコ ア チ 。 
FE クル 77 ん の 


その 後 の 中 国 ブ ロレ タリ ア 民 主 派 に よる 台湾 議 も ) 


(1 ) 居 龍 字 : 中 台 関 係 に 関す る 両 岸 労働 者 階級 の 立場 (2008 年 ) 
『 台 頭 する 中 国 その 強 束 性 と 脆弱 性 』 に 収録 


台湾 アイ デン ティ ティ を 「 糧 っ だ 」 陳 水 選 政 権 (第 一 期 ) 末期 の 執事 。 

・ 両 岸 交渉 に つい て の 立場 に つい て 語る 。( 王 凡 西 テー ゼ に は 当然 な い ) 

・ 中 国政 庁 の 「 一 つの 中 国 」 へ の 批判 : 中 華 民 国 の いつ 「 一 つの 中 国 : を 無視 。 
台湾 の 自決 権 を 擁 護 し つつ 、「 中 国人 で は な い 台 湾 和 人 人 アイ デン ティ ティ 」 を 爆 る 陳 水 局 を 批判 

・ 中 国 と の 関係 か ら み て も 現在 の 「 事 実 上 の 独立 状態 」 を 防衛 する こと が 戦略 的 目標 。 

・ 法 理 和 独立 反対 。 

・ 胡 錦 深 の 柔軟 路線 は 台湾 に と っ て 有利 だ が 「 だ か ら 独 立 ! 」 と 主張 し て は な ら な い 

・ 両 岸 が 政治 的 に 対立 し て も 、 経 済 的 な 一 体 化 (中 国 へ の 投資 ) は 変わ ら な 

・ ブ ル ジ ョ ア の 「 三 通 」 (通航 、 通 商 、 通 信 ) に 対し て 労働 者 の 三 通 (労働 三 権 の 拡大 を 。 
台湾 邊 細 は 統 独 問 題 で 分 像 すべ き で な い 。 左右 ( 左 : 社会 変 澤 、 石 : 保守 ) で 論争 すべ し 。 


台 の 平和 協定 締結 を 。 


(の) 居 龍 宇 : この 惑星 に お ける 台湾 の 正当 な 位置 づけ 2o22 和 1 月 5 


Facebook 婦 fight for Hong Kong 2019 (東京 ) 掲載 https://bit.y/3IQGWQC 


・ 民 の スタ ンス は 基本 的 に O8 年 と 変わ りな い 。 
・ ア メリ カカ は 中 国 市 場 最 優先 の 立場 か ら の 「 あ いま い 路 線 」 王 中 華人 民 共 和 国 を 認め つつ 、 中 
華 民 国 は 否定 せ ず 、 武 器 供 与 も 続け る が 、 台 湾 独 立 は 認め な い 。 
・G2 年 コン セン サス の 時 代 か ら 比べ る と 中 国共 産 党 の 態度 は 強 夏 。 大国 化 ゆ え に 。 
台湾 民衆 の 離反 を 促進 し た の は 中 国 の 強硬 路線 
・ 民 進 党 は 91 年 「 台 湾 独 立 」 綱領 を 事実 上 延期 。 ア メリ カ の 意向 に 従う 。 
・ 中 共 の 当初 の 綱領 (台湾 独立 、 民 族 自決 ) か ら 大 後退 。 
・ 大 清 需 国 の 版 図 を 5| き 継い だ 中 華 民 国 が 帝国 主義 と 合意 し た 文書 (カイ ロロ 宣言 ) を 根拠 に 領 
土 主張 する の が 共産 主義 政権 の や る こと か 、 と いう 批判 。 
・ 少 数 民族 自決 を 認め る こと こそ 、 紛 当 を な くす 肝 。 毛沢東 は エド ガー・ ス ノー に 対し て 「 朝 
鮭 独立 、 台 湾 独 立 を 支持 する 」 と 語っ て いた (その 後 、 削 除 ) 
・7 ク 年 の 国連 加盟 か ら 5O 年 た っ た が 、 経済 的 に は 中 国 が 大 国 化 する と と も に 、 資 本 主義 化 
し た 。 政 治 的 に は 中 国 は 後退 し 、 台 湾 は 前 進 し た 。 世 界 の 左 細 、 民 主 主 義 者 は この 変化 を 踏 
まえ て 場 を プラ ッシュ アッ プ す へ き 

台湾 は 古来 より 中 国 の 領土 」 と いう 紀元 23O 年 の 文献 は 、GOOO 年 前 か ら 台 湾 に 住む 先 
ei 


・ 台 湾 の 多数 派 で ある 福 代 ホ ホー ロー 人 の 多く ぐも 現在 の 世論 調査 で は 「 台 湾 和 人 人 アイ デン ティ テ 


ィ 」 が 多数 だ が 、 そ ぞ れ は 95 年 の 中 国 ミ サイ ル 危 機 か ら 増 えて いる 。 


・ 台 湾 人 民 の 願い を 豊和 軍 す る こと こそ ぞ 危 機 回 避 の ベー ス 。 中 国政 府 は 逆 の 政策 を 採っ て いる が 


ゆえ に 、 危 機 が 常に で て くる 。 
・ 目 決 権 承認 三 引 立 で は な いし 、 お しろ 合同 を 促進 する こと も ある 。 
・ ワ シン トン は 上 真 の 友 で は な い 。 


・ 虐 げ ら れ て いる 信 に 手 を 差し 伸 べ ず 、 そ の 人 尺 の 地位 を 認め ず 、 そ れ を 利用 する 二 つ の 大 
国 の 間 の 「 平 和 」 を 優先 させ る こと は を 細 の 立場 で な い 。 


1992 年 グ 2021 年 
中 国人 で あり 台湾 人 で も ある 46.O ぬ 17.6% 
台湾 人 人 で ある 31.7 め 6 62.3 ぬ % 
・「 台 湾 人 人 アイ デン ティ ティ 」 と 独立 は 直結 し な い 。 
1994 年 グ 022 年 

統一 文 持 2O.2 ぬ 6.4% 

独立 支持 11.11 あ め 3 〇 O.3③ ぬ 

現状 維持 48.3 ぬ め SO.9 ぬ % 

無 回 葵 2O. ら め ら ぢ ゐ 


当面 の 僕 の 立場 は ・ 


台湾 民衆 の 賠 い の 歴 史 を 確認 し 、 上 自決 権 を 説 め る 。 


・ 軍事 力 と 縦 済 を バッ ク に 統一 交渉 を 強め る 中 国 に 対し て 、 お な じ 軍 事 力 て 経済 力 で 中 国 を 
封じ 込め よう つ と する 米 政府 お よび その 逐 響 下 に ある 日 本 政府 の 政策 を 批判 する 。 


・ 植民 地 支配 の 歴史 を 深く 反省 し 、 日 本 国内 に お ける 歴史 修正 主義 こ た だ た だ たか つこ と で は じ め 
て 、 両 岸 民 衆 の 信頼 を 得る こと が で きる 。 

・ 地政 学 的 に いえ ば 「 返 還 」 以 前 の 沖縄 人 民 の た た か い 、 返 還 を めぐ る 賠 省 、 そ の 後 の 現 在 に 
至る まで の 米 軍 基 地 撤去 こ 自 衛 隊 配 備 反 対 の 闘い を 、 い か に 台湾 や 中 国 の つね り と 結合 させ 
て いけ る の が か が 。 弥 動 世 果 報 (みる く ゆ が ふ ) 自治 連邦 ? み る く ゆ と は 「 弥 勤 神 ( み る く が み ) が も た ら す 理想 的 な 平 
和 で 豊か な 世の中 」 と いう 沖縄 の 伝統 的 な 信仰 。 

多 3 お 叶 供 、 SR 反 差 別 、 反 戦 
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・ 日 米 政 府 の 「 台 湾 有 事 」 騒ぎ に は 冷静 に 対処 する 。「 フ ェ イ ク 」 「 糧 動 」 と いう 点 を 踏ま えつ 
つも 、 そ ぞ それ だ け で 切っ て 捨て る の で は な く 、 台 湾 民 軍 の 自決 権 を 豊 重 し た つえ で 、 日 米 政 符 
へ の 批判 を 展開 すべ き 。 政 府 の 立場 て 人 民 の 立場 を わ ゃ ん と 分 ける (政府 の 立場 すべ て を 批 
判 す べき 、 と いう つこ と で は な い ) 


・ 東 アジ ア 民 主 社会 主義 連邦 と いつ 夢 


以下 、 資 料 


@ 日 中 間 の 四 つ の 基本 文書 

1972 年 日 中 共同 声明 : 田中 角栄 ( 雷 相 )、 大 平 正 訪 (外相 )、 周 届 来 (総理 )、 姫 腸 飛 ( 引 交 部 長 ) 
1978 年 日 中 平和 友好 半 約 園田 直 (外相 )、 黄 華 (外交 部 長 ) 

19988 年 平和 と 発展 の た め の 友 好 協 パー トナ ー シ ッ プ の 構築 に 関す る 日 中 共同 宣言 小渕 恵三 、 江 沢 民 
2008 年 「 戦 賠 的 互恵 関係 」 の 包括 的 推進 に 関す る 日 中 共同 声明 福田 康夫 、 胡 錦 深 


三 つ の 米 中 共同 コミ ュ ニ ケ 


(1 ) 上 海 コ ミュ ニケ (1972 年 2 月 228 日) : 1972 年 2 月 に リチャード ・ ニ クソ ン 大 統領 と 周恩来 首相 の 対話 を 要約 
し た も の 。 こ の コミ ュ ニ ケ で は 、 ベ トナ ム 、 朝 鮮 半 島 、 イ ンド ・ パ キス タン と カシ ミー ル 地 方 、 そ し て お そら く 最 も 重要 
な の は 台湾 (中 華 民 国 ) 問題 (台湾 の 政治 的 地位 ) 了 802 基本 的 に は 、 双 訪 は お 互い 
の 国家 主権 と 領土 の 保全 を 尊重 する こと で 合意 し た 。 米 国 は 、「 台湾 海峡 の 両側 の すべ て の 中 国人 が 、 中 国 は た だ ー つ で あ 
り 、 台 湾 は 中 国 の 一 部 分 で ある と 主張 し て いる 」 抽 交 PT 「 受 け 入 れる (acceoD)」 で は な く 「 認 め る 
(acknowledge)」 と いう 言葉 を 使う こと は 、 台 湾 の 将来 に 関す る 米国 の 曖昧 な 立場 を が す 例 と し て よく 引用 され る 。 


(2) 第 2 コミ ュ ニ ケ (1979 年 1 月 1 日 ) : 外交 関係 樹立 に 関す る 共同 コミ ュ ニ ケ 。 米 国 は 中 華人 民 共 和 国 政府 が 中 国 
の 唯一 の 合法 政庁 で ある こと を 庄 め た だ 。 ま た 、 米 国政 府 は 、 中 華 民国 (台湾 ) こと の 正式 な 政治 的 関係 を 終了 し 、 経 済 的 ・ 


文化 的 関係 を 維持 する こと を 宣言 。 双 訪 は 、 国 際 紛 争 の リス ク を 減ら す と と も に 、 ア ジア 太平 洋 地域 に お ける いか な る 国 
の 笛 権 も 回 避 し た いと の 考え を 再 確 認 し た 。 つ 台湾 関係 法 


(3③) 第 2 次 上 海 コ ミュ ニケ (1982 年 8 月 17 日 ) : 双 訪 が 経済 、 文 化 、 教 育 、 科 学 、 技 術 面 で の 関係 を さら に 強化 し て 
いく こと を 再 確 認 し た 。 双 訪 は また 、 前 回 の コミ ュ ニ ケ で の 台湾 問題 に 関す る 声明 を 再 確認 し た 。 台 湾 へ の 志 器 売却 問題 
に つい て は 決定 的 な 結 請 は 出 な か っ だ が 、 米 国 は 台湾 へ の 武器 売却 を 段階 的 に 減少 させ る 意向 を 表明 し た 。 


1982 年 7 月 10 日 、 ロ ー レ ンス ・ イ ー グ ル バ ー ガ ー 国 務 長 官 か ら 米 国 在 台湾 協会 の ツジ ツェー ムズ ・R・ リ リー 会 長 に 送ら 
れ た 機密 解除 され だ 電報 で は 、 台 湾 へ の 武器 売却 を 減ら す に は 、 中 国 が 台湾 海峡 の 安全 を 約束 する こと が 条件 で ある と 説 
明 さ れ て いた だ た 。 ぞ その 後 、 米 国 は 台湾 に 対す る べつ の 保証 を 発行 する こと で 、 第 三 炊 コミ ュ ニ ケ を 一 亡 的 に 補完 し た 。 


台湾 関係 法 

台湾 の 安 條 保障 の た め の 規 定 を 含 お アメ リカ 合衆国 の 法律 。 カーター 政権 に よる 台湾 と の 米 華 相互 防衛 業 約 の 終了 に 伴っ 
て 1979 年 4 月 に 制定 。 台 湾 を 防衛 する た め の 軍 事 行動 の 選択 肢 を 合衆国 大 統領 に 認め る 。 米 軍 の 介入 は 義務 で は な く ゴ オ 
プシ ョ ン 。 台 湾 有 事 へ の 軍事 介入 を 確約 し な い 台 湾 関 係 法 に 基づく アメ リカ の 伝統 的 な 外交 安全 保障 戦略 は 「 戦 略 的 あい 
まい さ 」(Strategic Ambiguity) と 呼ば れる 。 国 内 法規 で ある 台湾 関係 法 に 基づき 、 通 常 の 軍事 同 曰 の よう に 台湾 に 駐留 
こそ し て な いも の の 、 武 器 売却 〇 日 本 の 沖縄 県 の 在 日 米 軍 基 地 な ご に より 、 中 華人 民 共 和 国 を 牽制 し て いる 。 

米 華 相互 防衛 生 約 の 無効 化 に 伴う アメ リカ 合 軍 国 台湾 防衛 司令 部 の 廃止 と 在 台 米 軍 の 拉 退 に よっ て 東 ア ジア で 人 急激 な 軍事 
バラ ンス の 変化 が 起き る こと が 懸 葵 され 、 自 由 主 義 陣営 の 一 上 員 で ある 台湾 が 中 華人 民 共 和 国 に 占領 され る 事態 は 避け る た 
め 、 ま た だ 中 華 民 国政 褒 (民主 党 と ほぼ 唯一 の パイ プ で あっ た 主 国 雄 信 務 委員 会 顧問 ) ① 在 米国 台湾 人 (台湾 独立 派 を 信 

の お) か ら の 活発 な 働き か け も あっ て 、 台 湾 関 係 法 が 1979 年 4 月 に 制定 され 、1 月 1 日 に さか の ぼっ て 施行 され た 。 


ハハ つの 保証 C1982 年 月 ) アメ リ の 台湾 に 対す る 保証 


1982 年 に 米国 と 中 華人 民 共 和 国 と の 間 で 交わ され だ 第 三 炎 コミ ュ ニ ケ に 関す る 米国 の 一 万 的 な 説明 と し て 伝え られ た だ 。 
台湾 (中 華 民国 ) と 米国 議会 の 双 亡 に 、 た と え 正 式 な 国交 断絶 を し た と し て も 、 米 国 は 台湾 を 支え 続け る こと を 再 確 認 す 


る だ た め の も の で 、 も と も と は 米国 と 中 華人 民 共 和 国 の 台湾 交渉 の 際 に 、 当 時 の 中 華 民 国 の 国民 党 政府 が 提案 し た も の 。 レ 
ー ガ ン 政 権 は この 保証 に 同意 し 、1982 年 7 月 に 米国 議会 に この 保証 を 通知 し た 。 米 台 で 外交 を 行う 際 の 準 公式 の 指針 の 
ー 部 と な っ て いる 。 保証 は その 後 の 政権 に ほ ぽ 再 確認 され て きた だ 。2016 年 以前 は 純 灯 に 非 公式 な ちの で あっ た が 、 
2016 年 に は 正式 な 内 容 が 米国 下院 の 非 拘束 的 決議 で 採 択 され 、 正 式 な も の に 格上げ され だ た が 、 直接 的 な 強制 力 は な い 


機密 解除 され だ た 1982 年 に 国務 省 か ら 送 られ だ 電報 に は 、 六 つの 保証 の 詳細 が 記載 され て いる 。 
米国 は 台湾 へ の 武器 販売 終了 日 の 設定 で 合意 し て いな い 。 

米国 は 台湾 へ の 武器 販売 に つい て 中 国 と 城 議 す る こと に 合意 し て いな い 。 

米国 は 台北 と 北京 の 間 の 仲介 役 を 務め な い 。 

米国 は 台湾 関係 法 の 改正 に 合意 し て いな い 。 

米国 は 台湾 の 主権 に 関す る 立場 を 変え て いな い 。 

米国 は 台湾 に 対し 、 中 国 と の 交渉 を 開始 する よう 圧力 を が け な 


SI 還 


9G2 年 コン セン サス (東京 外国 語 大 学 、 小 笠原 胡 幸 さん の プロ グ よ り ) 


「92 年 コン セン サス 」 は , 1992 年 , 中 台 双 亡 の 窓口 機関 の 間 で の 事務 レベ ル の 折衝 過程 で 形成 され だこ 
され る 。 中国 側 は これ を 「 一 つの 中 国 原則 を 口頭 で 確認 し た 合意 」 と 解釈 し , 台湾 の 国民 党 は 「 一 つの 中 国 
の 中 身 に つい て そ ぞ それぞれ が (中 華 民国 と 中 華人 民 共 和 国 と ) 述べ 合 つ うこ と で 合意 し た 」 と 解釈 し て いる 。 


中 国 側 は 中 華 民 国 の 存在 を 認め て いな い の で , 江沢 民 時 代 は この 台湾 側 の 解釈 を 否定 し て きた が , 胡 錦 潮 
時 代 に な っ て 台湾 側 の 解釈 を 否定 も 育 定 も し な い 亡 人 針 に 切り 替え , 2005 年 以降 の 共産 党 と 国民 党 と の 連 
携 に 道 を 開い た 。 馬 政権 登場 後 , 中 台 は これ を 話し 合い の 基礎 と する こと で 一 連 の 当 点 を 棚上げ し 各種 協定 
を 結ん だ の で , 「92 年 コン セン サス 」 が 一 定 の 効用 を 持つ こと が 示さ れ だ 。 民進党 の 侍 英 文 主席 は , 合意 
文書 が 存在 し な いこ と , 中 国 が 台湾 側 の 解釈 を 公式 に 認め て いな いこ と を 理由 と し て , それ は 「 存 在 し な 
い 」 と 主張 し た 。 


「92 年 コン セン サス 」 が この 名 称 で 呼ば れる よう に な っ た の は 20OOO 年 以降 で あり , その 解釈 は 中 台 
双方 の その 時 の 力 関係 に 左右 され る 。 日 本 の メデ ィ ア の 中 に は 「92 年 コン セン サス 」 に つい て 中 国 側 の 解 
釈 (一 つの 中 国 ) の み を 紹介 し て いる と ころ が ある が , 「 そ れ ぞ れ が 述べ 合っ う 」 こと が 台湾 の 対等 へ の こ だ 
わり で あり , これ を 省略 し た の で は , 中 台 間 の 政治 的 駅 け 引き も , 江沢 民政 権 と 胡 錦 薄 政権 の 対 台湾 政策 の 


違い も 見 えな く な る 。 


全国 人 民代 表 者 大 会 常任 委員 会 「 台 湾 同 胞 に 告げ る 書 」 (1979 年 1 月 1 日 ) 


https://konansoft.jp/zenrin/taiwan_library/ccp1978_jp.htm 
全国 人 民代 表 者 大 会 常任 委員 会 「 台 湾 同 胞 に 告げ る 書 」 (1979 年 1 月 1 日 ) 
親愛 な る 台湾 同胞 の 皆さん 、 


本 日 は 1979 年 の 元 日 で す 。 私 た ち は 、 祖 国 大 陸 の 人 各 族 人 民 を 代表 し て 、 さ ま ざ ま な 地位 の 同胞 に お け て 、 親 密 な 挨拶 と 羽 か ら の 祝 


買 を 述べ ます 。「 毎 逢 佳 節 億 


選 親 (めで た い 日 を 迎え る た びに 、 肉 親 へ の 思い は 倍 に な る )」 と いう 古い 言葉 も あり ます 。 こ の 喜ば し い 新 年 に あたり 、 私 た ちの 肉親 へ の 思い は ます ます 深まり ま 
す 。 台湾 の 父母 兄弟 姉妹 た ち へ の 思い 。 私 た ち は 、 あ な た た だ た ち も 祖 国 と 大 陸 の 肉親 を 限り な く 懐 か し く 思 っ て いる 事 を 知っ て いま す 。 こ の 長 尺 と 続く 歳 月 は 相互 の 


思 意 の 情 を 日 ご と に 強め ます 。 1949 年 に 台湾 と 祖国 が 無残 に 分 離さ れ て か ら 、 私 た ち は 音 信 不 通 に な り 、 往 来 は 断絶 し 、 祖 国 


は 統一 され ず 、 肉 親 た ちの 団 没 の 手 


立て も な く 、 民 族 、 国 家 太 び 人 民 は みな 巨大 な 損失 を こう お っ て きま し た 。 す べ て の 中 国 同 抱 お よび 全 世 界 の 華 備 で 、 こ の よう な 収 の 痛む 状態 を 一 日 も 早く 終息 さ 


せ だ た いと 望ま な い 人 は いま せん 。 


我 尺 中 華 民族 は 偉大 な 民族 で 、 世 界 の 人 口 の 四 分 の 一 近く を 占め 、 悠 久 の 歴史 と 優れ た 文化 を 享有 し て いま す 。 世界 の 文明 と 人 類 の 発展 へ の 提 越 し た 頁 献 に つい 


て は 、 世 界 中 が これ を 認め て いま す 。 古く か ら 台 湾 は 、 分 か つこ と が で き な い 中 国 の 一 部 で す 。 中 華 民 族 は 強大 な 生命 力 と 結集 を 備 


えて いま す 。 長 い 歴 史 の 中 で 


は 、 他 民族 の 侵入 や 内 部 の 紛争 が 発生 し た こと が 何 度 か ある と は いえ 、 そ の だ ため に 民族 が 永久 の 分 像 に 了 っ た こと は あり ませ ん 。 最 近 30O 年 間 の 台湾 と 祖国 の 分 克 


は 人 導 的 な も の で 、 我 尽 民族 の 利益 と 願望 に 反し て お り 、 こ の よう な 状況 の まま に 放置 し て お く こ と は で きま せん 。 中 国 


で 生活 し て いる か を 問わ ず 、 すべ て 中 華 民族 の 生存 、 発展 太 び 繁 夫 に 対す る 、 他 に 転ずる こと の で き な い 責任 を 負っ て いま す 。 こ の よう に 、 祖 国 


大 和信 志 が 、 


ピー 
ココ 


湾 で 


生活 し て いる か 大陸 
統一 は 全 民 族 の 前 途 


に 関係 する 重大 な 任務 で あり 、 現在 、 我 久 の 面前 に 置か れ て お り 、 誰 も 回 避 す る こと は で き な い し 、 回 避 し て は な ら な いも の で す 。 こ の よう な 目 の 前 の 分 製 状況 を 終 


息 さ せ て 早期 に 祖国 統一 を 実現 し な けれ ば 、 私 達 の 祖先 を どの よう に 慰め られ る の で し ょ うか が 。 後 世 の 子 孫 に 対し て どう いっ て 言い 訳す る の で し ょ うか が 。 人 は 収 を 
同じ くし 、 届 は 理 を 同じ く し 、 お よそ ぞ で 英和 帝 の 子孫 に 属す る も の は 、 ど うし て 民族 の 未 代 まで の 大 罪人 に な る こと を 欲す る も の で し ょ うか が 。 


この 0 年来 、 す で に 中 国 の 世界 に お ける 地位 は 根本 的 に 変化 し て いま す 。 我 が 国 の 国際 的 な 地位 は 日 を 追う ご と に 高まり 、 国 際 関 係 は 日 を 造 うつ ご と に 重要 に な 
っ て いま す 。 各 国 の 人 民 と 政府 は 軸 権 主義 に 反対 し 世界 の 平和 と 安定 を 維持 する た め に 、 我 に 大 き な 期 待 を 寄せ て いま す 。 中 国人 は みな 、 祖 国 が 日 増し に 強 盛 に 
な る の を 見 て 、 誇り に 思っ て いま す 。 目前 の 分 像 状態 を われ われ が 早期 に 収束 させ れ ば 、 カカ を 一 つ に 合わ せ て 、 人 類 の 前 途 に 貢献 する こと が で き 、 そ の 効果 は 計り 知 
れ ま せん 。 祖国 統一 の 早期 実現 は 、 台 湾 同 胞 を 含 の 全 中 国人 民 の 共同 の 願い で ある の みな ら ず 、 全 世界 の 平和 を 愛す る すべ て の 人 民 お よび 国家 の 共通 の 願望 で す 。 


今日 、 中 国 統一 の 実現 は 、 人 心 の 向かう と ころ で あり 、 大 方 の 超 勢 で す 。 世 界 中 あま ね く 、 一 つの 中 国 だ け を 承認 し 、 中 華人 民 共 和 国 が 中 国 唯一 の 合法 的 な 政府 で 
ある こと を 認め て いま す 。 最近 、 中 日 平和 友好 条約 が 締結 され 、 また 中 米 両国 関係 の 正常 化 も 実現 し 、 こ の 潮流 は いか な る 人 も さえ ぎる こと は で きま せん 。 祖国 の 安 
定 と 団結 の た め の 生 件 は 、 こ れ ま で の どの 時 期 と 比較 し て も 良好 で す 。 大 陸 の 各 族 人 民 は 、 四 つの 近代 化 の 偉大 な 目標 を 実現 すべ く 心 を ー つ に し て 力 を あわ せ て い 
ます 。 私 た ち は 、 台 湾 が 早期 に 祖国 に 帰り 、 共 同 で 建国 の 大 業 を 発展 さ せる こと を 届 か ら 望 み ま す 。 す で に 、 私 た ちの 国家 の 指導 者 は 、 必 ず 現 実 の 状況 を 考慮 し 、 祖 
国 統 一 の 大 業 を 完成 する こと 、 統 一 問題 を 解決 する に 当たっ て は 、 台 湾 の 現状 と 台湾 各 隊 人 土 の 意 見 を 尊重 し 、 情 を 重んじ た 合理 的 な 政策 と 訪 法 を 採用 し 、 台 湾 人 
民 に 損失 を 蒙 ら せな いこ と を 濯 し 表明 し て いま す 。 


私 た ち は 1 7OO 万 人 の 台湾 人 民 に 希望 を 託し 、 台 湾 当 局 に 希望 を 託し て いま す 。 人 台湾 当局 は 一 皿 し て 一 つの 中 国 の 立場 を 堅持 し 、 台 湾 独 立 に 反対 し て いま す 。 ま 
さ に これ は 私 た ちと 共通 の 立場 で あり 、 合作 の 基礎 で あり ます 。 私 た ち は 一 貫 し て 愛国 一 家 を 主張 し ます 。 祖 国 統一 は 、 一 人 一 人 の 責任 で す 。 台湾 当局 が 、 民族 の 利 
益 を 重んじ て 、 祖 国 統一 実現 の 事業 の た め に 、 高 中 な 貢献 を する こと を 望み ます 。 すでに 、 中 国政 府 は 、 本 日 より 人 民 時 解放 軍 に 金門 な どの 貧 に 対す る 砲撃 を 停 
止 す る よう 病 令 し まし た 。 現在 の 台湾 海峡 両 岸 に は 、 双 訪 の 軍事 的 な 対 崎 が 存在 し て お り 、 こ れ は 人 人 為 的 が 0 私 た ち は 、 まず 中 華人 民 共 和 国 
政府 と 台湾 当局 が 交渉 し 、 こ の よう な 軍事 対 崎 状 態 を 終息 させ 、 双 方 の な ん ら か の 交流 に 必要 な 前 提 と 安全 な 環境 を 作り 出す 必要 が ある と 考え ます 。 長期 の 隔絶 の 
た め に 、 大 陸 と 台湾 の 同胞 は 相互 に 理解 で ず 、 互い の さま ざま な 不便 が 造成 され て いま す 。 9 の の 則 の の さ 帰 国 し 、 観光 し 、 親族 て 団 渦 を 楽し ん で いま 
す 。 ど うし て 、 すぐ そば の 大 陸 と 台湾 の 同胞 が 自由 に 往来 する こと が で き な い の で し ょ うか が 。 私 た ち は 、 こ の よう な 垣根 が 存在 し 続け る 理由 は な いと 思い ます 。 私 た 
ち は 、 双 訪 が 迅速 に 航路 、 郵 便 の 開放 を 実現 し 、 双 廊 の 同胞 の 直接 の 交流 を 可能 に し て 、 互 い に 消息 を 知ら せ 、 親族 ⑦ 友 人 を 訪問 し 、 参 観 旅 行 で 訪問 し 、 学 術 文化 体 
育 工芸 を 振興 し て 互い に 高め あう こと を 希望 し ます 。 


台湾 と 祖国 の 大 陸 は 、 経 済 的 に も 本 来 一 体 の 整合 体 で す 。 近年 、 不 幸 に も 経済 関係 は 中 断 し て いま す 。 現在 、 祖 国 の 建設 は 大 きく 発展 し て お り 、 私 た ち は 台 湾 の 経 
済 が 日 増し に 繁栄 し て いく こと を 希望 し ます 。 私 た ち は 相 互 に 買 易 を 広く 発展 させ る べき で あり 、 経済 の 交流 を 進め る べき で す 。 これ は 、 相 互 の 需要 で あり 、 いずれ 
か が 一 訪 の 利益 損害 を も た ら す も の で は あり ませ ん 。 親愛 な る 台湾 同胞 の 皆さん 。 私 た ちの 偉大 な 祖国 の すばらし い 前 途 は 、 我 々 の も の で あり 、 ま た あな た 訪 の も 
の で す 。 祖国 の 統一 は 、 歴 史 が 私 た ちの 世代 に 課 し た 神聖 な 使 征 で す 。 時 代 は 前 進 し 、 情 勢 は 発展 し て いま す 。 私 た ち が 早 期 に この 使命 を 完成 すれ ば 、 協 同 で 我国 の 


空前 未 有 の 輝かしい 歴史 を 創造 する こと が で き 、 先 進 の 強国 に 仙 し て 世界 平和 、 繁 栄 お よび 進歩 を 図る こと が で きる で し ょ う 。 私 た ち は 手 を 携え て 、 こ の 光栄 あ 
る 目標 に 向かい 、 と も に 奮闘 し に よ に つ で は あり ませ ん が 。 


業 語 身 9 点 (1981 年 9 月 ) 


https://www.mofa_.go.jp/mofaj/gaiko/bluebook/ 1982/s57-shiryou-51Ohtm 
1. 中 華 民族 が 分 有 裂 状態 に ある 不幸 な 局面 を 1 日 も 早く 終わ ら せ る た だ た め に , 我 久 は , 中 国共 産 党 と 中 国 国民 党 両 党 が 対等 な 立場 で 交渉 を 行い , 第 三次 合作 を 実行 し , 
共に 祖国 統一 の 大 業 を な し と げ る こと を 提案 する 。 双 訪 は , まず , 人 を 派遣 し て 接触 し , 十分 に 意見 を 交換 する 。 
2. 海峡 両 岸 の 各 民 族 人 民 は , 互い に 通信 し あい , 身内 の も の が 団らん し , 軸 易 を お こない , 理解 を 深め る こと を 切実 に 望ん で いる 。 我 及 は , 郵便 物 交換 , 通商 , 航 
路 開設 , 肉親 ・ 友 人 訪問 , 観光 お よび 学術 ・ 文 化 ・ ス ポー ツ 交 流 の た め に , 双方 が 便宜 を 提供 し , 関係 取 極 を 結ぶ こと を 提案 する 。 
3, 征 SN SR 台湾 は , 特別 行政 区 と し て , 高度 の 自治 権 を 享有 有する こと が で き , また , 軍隊 を 保有 有する こと が で きる 。 中 央 政府 は , 台湾 の 地方 の 
事柄 に 干渉 し 
4. RT 生活 様式 を 変え ず , 外国 と の 経済 ・ 文 化 関係 を 変え な い 。 個 人 の 財産 , 家屋 , 土地 , 企業 の 所 有 権 と 合法 的 な 相続 権 及 び 外 
国 の 投資 は , 侵犯 され な い 
ら 5. 台湾 当局 と 各界 代表 は , 全国 的 な 政治 機構 の 指導 ポス ト に つき , 国政 に 参 号 する こと が で きる 。 

台湾 の 地方 財政 が 困難 に お ちい っ た と き , 中 央 政府 は , 情況 を 見 て 補助 を 与え る 。 
の 各界 の 人 だ たち で 祖国 大 陸 に 帰っ て 定住 し た い 者 に 対し て は , 適切 に これ を 受け 入れ , 差別 扱い を せ ず , 自由 に 行き 来 で きる よう 保証 する 。 
8. 台 湾 の 工商 業界 の 人 だ たち が 祖 国 大 陸 に 投資 し , 各種 の 経済 事業 を お こす こと を 歓迎 し , その 合法 的 な 権益 と 利潤 を 保証 する 。 
9. 祖 国 の 統一 に つい て は , すべ て の 人 に 責任 が ある 。 我 信 は , 台湾 の 各 民 族 人 民 , 各界 の 人 た だ たち, 大 衆 団体 が さま ざま な ルー ト を 通じ , いろ いろ の 廊 式 で 提案 を 行 
い , 共に 国 是 を 協議 する こと を 届か ら 歓 迎 す る 。 


江沢 民 8 点 (1995 年 1 月 ) 


1. 「 一 つの 中 国 」 の 原則 を 守る こと は 、 拉 6HME 中 国 の 主権 と 領土 は 分 割 さ れ て は な 。 「 台 湾 の 独立 」 を 作り 出す よう な 発 
言行 動 に は 断固 こし て 反対 すべ き で ある 。 「 分 離 独立 」 や 「 段 階 的 な 二 つ の 中 国 論 」 を 提唱 する こと は 、 3 断固 と し て 反 
対す る も の で ある 。 


2. 我 尽 は 、 台 湾 と 諸 外 国 と の 間 の 非 政府 の 経済 ・ 文 化 関係 の 発展 に 異 存 は な い 。 し か し 、 台 湾 が 「 二 つの 中 国 」「 一 つの 中 国 、 一 つの 台湾 」 を 目指 し て 、 い わ ゆ る 
「 国 際 生 活 空間 の 拡大 」 を 行う こと に は 反対 で ある 。 
3. 台湾 海峡 の 両 岸 の 平和 的 統一 に 関す る 交渉 を 行う こと 。 平和 的 統一 交渉 の 過程 で は 、 台 湾 海 峡 両 岸 の 各 政 党 ・ 団 体 の 代表 メン バー を 含め る こと が で きる 。 そ 


第 一 歩 と し て 、 双 訪 は 「 一 つの 中 国 の 前 提 の 下 、 両 岸 の 敵対 関係 を 正式 に 終了 させ る 」 た め の 交 渉 を 開始 する こと が で きる 。 

4. 我 久 は 平和 的 統一 を 目指 す 。 中 国人 は 中 国人 と 戦争 し な い 。 武力 行使 を 放棄 し な いと いう 約束 は 、 決し て 台湾 の 同胞 に 向け た も の で は な ぐ 、 中 国 統一 に 干渉 し 、 
「 台 湾 独 立 」 を 図る 外国 勢力 に 向け た も の で ある 。 

ら . 両 岸 の 経済 交流 と 協力 を 精力 的 に 発展 させ る 。 台湾 企 業 に よる 投資 を 胡 励 する 長期 的 な 政策 を 引き 続き 実施 する 。 台湾 海峡 両 岸 の 同胞 の 相互 
を 引き 続き 強化 し 、 理 解 と 相互 信頼 を 増進 する 。 直接 の 「 三 直 」 (通航 、 通 商 、 通 信 ) の 実施 を 加速 させ る た だ た め に 、 実 際 的 な 措置 を こる 。 

6. 中 華 名 民族 の 子 擦 が 作り 上 げた 5 千年 に わた る 素晴らし い 文 化 は 、 Ret 0 
湾 海 峡 両 岸 の 同胞 は 、 中 国文 化 の 優れ た 伝統 を 受け 継ぎ 、 発 展 さ せな けれ ば な 

7. 我 久 は 、 台 湾 同 胞 の 生活 様式 と 主権 者 で め あり た いと いう 願い を 十分 に 豊 宣 し 、 ie は 権益 を すべ て 保護 する 。 我 久 は 、 台湾 の 各党 ・ 操 界 の 人 尺 が 両 
岸 関係 お よび 平和 的 統一 に つい て 我 尺 と 意見 交換 する こと を 歓迎 し 、 彼 ら の 訪問 を 歓迎 する 。 

8. 台湾 当局 の 指導 者 が 適切 な 立場 で 私 た ち を 訪問 する こと を 歓迎 し 、 台 湾 か ら の 台湾 訪問 の 招待 を 喜ん で 歓迎 する 。 中 国 の 事務 を 行う た め に 、 国 際 的 な 機関 を 利 
用 する 必要 は な い 。 


季 全 輝 6 業 (19S5 年 4 月 ) 

. 台湾 海峡 両 岸 の 分 断 と 分 離 の 現実 を 踏ま えて 、 中 国 の 統一 を 追求 する こと 。 

- 中 国文 化 に 基づく 両 岸 交流 を 強化 する 。 

・ 買 易 交流 を 強化 し 、 互 恵 ・ 補 完 関 係 を 発展 させ る こと 。 

台湾 海峡 両 岸 は 対等 の 立場 で 国際 機関 に 参加 し 、 両 岸 の 指導 者 が 自然 に 顔 を 合わ せる よう に する こと 。 


台湾 海峡 両 岸 は 、 す べ て の 紛争 を 平和 的 手段 で 解決 する こと を 主張 すべ き で ある 。 基 慕 の 子 擦 は 、 ま ず お 互い に 誠意 を 
示し 、 親 族 の 間 の 肖 肉 の 争い を 止め る べき で ある 。 


台湾 海峡 両 岸 は 、 理 港 こ と マ カオ の 繁 貯 を 維持 し 、 香 港 と マカ オ の 民主 化 を 促進 する た め に 協力 する べき だ 。 
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衣 6 点 〈2008 年 12 月 31 日 ) 台湾 同 抱 に 告げ る 書 3O 周年 シン ポ に て 
ー 個 中 國 , 増進 政治 互 信 : 一 つの 中 国 を 堅持 し 、 相 互 の 政治 的 信頼 を 高め る 。 


推進 経済 合作 。 促進 共同 帝 展 : 経済 協力 と 共同 発展 を 促進 する 。 

弘 揚 中 華文 化 , 加 強 精神 紐 帯 : 中 国文 化 を 振興 し 、 精 神 的 な 結び つき を 強め る 。 

加 強 人 員 往 来 , 振 大 各界 交流 : 人 と 人 と の 交流 を 強化 し 、 実 業種 の 交流 を 拡大 する 。 
維 護 國家 主権 , 協商 将 外 事務 : 国家 主権 を 守り 、 外 交 問 題 を 交渉 する 。 

結束 敵 至 状態 , 達成 和平 協議 。 敵対 行為 を 終了 し 、 平 和 協 定 を 締結 する 。 


https://news.ruc.edu.cn/archives/218068 


台 湾 を ご うつ 見 る か 

東京 外 大 小笠 原 克 幸 (お が さわ ら よ し ゆき ) 
http://wwwrtufs.ac.jp/ts/personal/ogasawara/index.html 
法政 大 学 福田 円 

https://www.madoka-f.com/ 


この か ん 、 財 界 、 保 守 系 シン クタ ンク 、 保 守 系 雑誌 で の 露出 が 多 い よ つ うだ が 、 そ れ だ け 人 台湾 の 国内 世 語 に 根差し た 論評 を し 
て いる 証拠 だ ろう 。 


近年 の 映 年 表 (未完 ) 


2015 年 8 月 国会 で 安全 保障 関連 法案 (戦争 法 ) 通過 
2017 年 10 月 中 共 19 回 大 会 「 習 近 平 新 時 代 の 中 国 の 特色 ある 社会 主義 」 党 規約 入り 。「14 の 堅持 」 と 「13 の 成果 」 の それ ぞ れ 12 番目 に 「 一 国 二 制 度 と 祖 
国 統一 」 が 入る 。 
2018 年 3 月 米 ト ラン プ 政 権 「 台 湾 旅 行 法 」 成 立 。 政 府 高官 の 台湾 旅行 が 可能 に 。 ま だ 戦車 108 両 、F16 戦闘 機 66 機 を 台湾 に 売却 。 
2019 年 1 月 習 近 平 「 台 湾 同 胞 に 告げ る 書 」 
6 月 香港 の 反乱 


2020 年 

1 月 台湾 総統 選挙 で 禁 英 文 820 万 昧 で 圧勝 (国民 党 の 韓国 斑 は 550 万 禁 ) 
6 月 香港 「 国 家 安全 維持 法 」 

1O 月 双 十 節 で 禁 英文 「 国 防 を 向上 させ 、 友 好 国 と も 連携 を 強化 」 


2021 年 

2 月 バイ デン ・ 習 近 平 電話 会 談 。「 紛 争 を 防ぐ た め に イン ド 太 平 洋 で 強力 な 軍事 プレ ゼン ス を 維持 」 (バイ デン ) 中国 ・ 海 警 法 で 沿岸 警備 の 武器 使用 を 明記 人 禁 
時 「 台 湾 へ の 脅迫 は 中 台 関 係 に 何 の 役 に も 立た な い 」 

4 月 菅 義 偉 訪米 「 台 湾 海 峡 の 平和 と 安定 の 重要 性 」 (日 米 共同 声明 ) ノボ アオ ・ ア ジア ・ フ ォ ー ラ ム (アジ ア の ダボ ス 会 議 ) で 習 近 平 「 中 国 は どこ まで 発展 し て も 、 
永遠 に 軸 権 を 唱え ず 、 拡 張 せ ず 、 勢 力 範 囲 を 求め ず 、 軍 備 競 争 を し な い 」 


ら 022 年 

2 月 北京 人 季 石 輸 

8 月 ペロ シ 訪 台 、 人 民 解 放 軍 演習 
1O 月 中 国共 産 党 20 回 大 会 


中 国 と 台湾 の 衝突 BBC ニュ ー ス (2022 年 8 月 2 日 ) 


https://www.bbc.com/zhongwen/simp/chinese-news-5997 7332 


